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シス テ ィナ礼拝 堂 天 井 画 の 「意 匠」
上 平 貢
は じ め に
1508年の 春 、 ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ(MichelangeloBuonarroti,1475～1564)は,
教 皇 ユ リ ウ スII世 に よ っ て,シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 の 天 井 画 を 描 く た め に ロ ー マ へ
召喚 された。この年5月10日に契約が交わされ,直 ちに天井壁盲の下地準備 が
開始 された。天井 は長 さが40.23m,幅13.41m,高さが20.73m,そして面積 は
約520m2である。
実際 に ミケ ラ ンジェロ が天井 のフ レスコ画 の制作 に着 手 した のは,恐 らく15
09年1月以降 で あった。 中央部 の 旧約 聖書創世 記の主題9場 面 は,礼 拝 堂の入
口か ら祭壇 に向 って逆 に進 め られ た。初 め,人 聞の堕落 を描 く 『ノアの泥酔』
『大洪水』『ノアの燔 祭』 がこの年の9月 半頃 に
,つ づ いて 『ア ダムとエ ヴァの
原 罪 と楽 園追放 』『エ ヴァの創造』 が翌年9月 末 まで に,そ れぞれ終 え られた。
残 る4場 面 『ア ダムの創 造』『水 と地 の分離』『日と月の創 造』『光 と闇の分離』 と
っ つ く神 の物語 は,多 分1511年1月か ら,最 初 に除幕 が行 われた同年8月14日
までの間 に描 かれた もので あろ う。
なお,こ れ らの画面 を囲 む よ うに,格 子状 の枠 に配 された12人の預 言者 と巫
女た ち,そ して20人の青年裸体像,10箇 の メダイ ヨン,さ らにこれ らを礼 拝堂
側壁 か ら支 えて い る凹面の スパ ン ドレル とル ネ ッ トに,キ リス トの祖先 た ちと
裸 体精 童群 が描 かれたが,こ れ らの制作 も上述 の主題 と同時 に順次進 行 して い
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図1シ ステ ィナ 礼 拝 堂 内 部,ロ ー マ,ヴ ァチ カ ー ノ
った。 こ うして,
すべ ての天 井画 が
完 了 したのは,最
後の除幕式 が行 わ
れた1512年10月31
日の少 し前 で あっ
た。(図1)。
ミケラ ンジェロ
は、 自 らを 「彫 刻
家」 と しなが らも,
彼 が制作 にかか る
前 にす でに与 えら
れてい た さま ざま
な条件 を克服 し,
また多 くの困難 を
乗越 えて,こ れ ら
の大画面 を描 き上
げた。 この小論 で
は,ル ネサ ンスの建築 と絵 画 をめ ぐる問題 をは じめ,ミ ケラ ンジェ ロが構想 し
た組織 的 な図像 学上の新機 軸 や壮 大 な人物表現 にみ る造形上 の革新 にも触 れつ
つ,こ の天井 画制作 にお ける彼 の内的 イメー ジと しての 「意匠」 に,幾 分 な り
と も論及 してみたい。
1.内 的 イ メ ー ジ と して の 「意 匠 」
ミケ ラ ンジェ ロの友 人 で 人文 主義 者 のべ ネデ ッ ト ・ヴ ァルキ(Benedetto
Varchi,1502～1565)は,1547年の あ る日,フ ィ レンツェの ア カデ ミアで講
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演 を行 っ た。 それは ミケラ ンジェロの ソネ ッ トの一 篇 にっ いてで あったが,彼
自身 の許 可 を得 て行 われた とい う。 この有名 なソネ ッ トは,次 の四行詩 で始 ま
る。
Non ha l'ottimo artista alcum concetto 
c'un marmo solo in  se non circonscriva 
col suo superchio,  e solo a quello arriva 
 la man  the ubbidisce all' intelletto.
い とす ぐれた る美術家 に,一 つ め意 匠 あ りて,
大 理石の底深 く沈 むが ごと し。
そ こに到 りうるものは
知性 に従 う手練 の みな り。
大理石 の奥深 く秘め られてい るの と同 じよ うに,非 常 にす ぐれた美術 家の胸
中 には一 つのconcetto(意匠)が 宿 され てい る。 つ ま り,美 術 家 は,神 の智慧
ともい うべ きintelletto(知性)に 導 か れなが ら,実 際 には彼 のmano(手)によ
って,石 塊の底 に沈 んで い る一つ の意 匠 をさ ぐりあて てい く。 そ して この過程
を通 じて,は じめてforma(形態)が あ らわになって い くのであ る。
この講演 の中 でヴ ァルキは,forma(形態)と 芸術 家 が抱 くconcetto(意匠)と
の関係 を次の よ うに定義 づけて いる。「芸術 とは,描 かれ る対象 に関す る内的 イ
メー ジにほかな らない。 すな わち,芸 術 家 の魂 の中,つ ま り彼 の想像 力の 中に
宿 る1'imaginedelcor(心の中 のイ メージ)に ほ かならないのだ。従 って,こ の
イメ ー ジこそ が,創 造 され るあ らゆ るもの に関す る根 本原 理 と してのcausa
efficiens(動力因)で あ る」 と。 そ して ヴ ァルキ は また,ミ ケ ラ ンジ ェロ の
concettoが,ギリシア語のidea(理念),ラ テ ン語 のexemplar(範例),イ タリア
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語 のmodello(模範)と 同 じ意味 をもち,さ らにそれが ア リス トテ レスのforma
agens(能動 的形相)に 相 当す る言葉 で もある と強調 している。
ここでい うconcettoとは,通 常 の 「概 念」 とか 「観 念」 で はな くて,創 造
的 な行為 におけ る知 的根拠 と しての 「意匠」 ない し 「造形 思考」 と呼ぶ にふ さ
わしい言葉 では なか ろ うか。 それ 自身 はいわゆ るプ レフ ィグラール なもので あ
って も,い かな る芸術 もこの知 的 ・創造 的 なconcettoの領 域 を経 由す る こと
によって,は じめて 目に見 える形 態 が生 じるこ とを意味 している と考 えられ る。
ミケ ランジェロの場合,芸 術 家の 「意 匠」 とは,芸 術家 が 自然の意図 す るも
のについて独 力で創 造す る内的 イメー ジで あ る。 ミケ ラ ンジェロの 間接 的 な弟
子 ヴ ィンチ ェ ンツォ ・ダンテi8〕(VincenzoDanti,1530-76)によれば,芸 術
家 はた だ単 に目に見 え る自然 を 「写 す」(ritrarre)べきで はな く,自 然 が具 有
して い る目的 にかな うよ うに自然 を 「模倣 」(imitare)しなければ な らない と
い う。す な わち,芸 術家 は自然 が意 図 した完 全 な形態 を模倣 すべ きなの であ る。
従 って芸術 家は,自 然 に没入 し,自 然 が望 む通 りの完 全 な形態 が彼 の精神 の中
に抱 かれ るとき,内 的 イメー ジとして の意 匠 は,彼 の心の 中に呼 び さま され る
ことにな る。逆 にい えば,も ともと物質 それ 自体 は生 命の ない もの であ る。芸
術家 こ そが,例 えば大理石 に眠 ってい る潜 在的 なイデ アを引 き出す こ とによっ
て,夫 理 石 の中 に生命 を吹 きこむ のであ る。 その際,芸 術 家の魂の 中 にある内
的 イメー ジ と,切 出 した ままの石 の塊 の中 に彼 が見出す イ メー ジ とは同一の も
のだ といえ よう。
この よ うな芸 術創 造 における基本 的 な考 え方が,ミ ケ ランジェロ にとって明
確 に自覚 され るよ うになったのは,い ったい何 時頃 か らで あろ うか。す でに粗
削 りの浮彫,通 称 『ピ ヅテ ィの聖母』(1504～06年)や,切出 した当初の石塊 の
形状 を とどめる 「聖マ タイ』(1506年)の大理 石作 品な どは,彼 の 「内的 イメー
ジ」 に対 す る考 え方 を表 明 した もの とい えるか もしれ ない。 しか しわれわれ は,
彼 が システ ィナ礼拝堂 の天井画 を制作 す るに当って,こ の 「意匠」 の立場 を初
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めて確立 し,そ の重 要性 を自認 す るよ うに なった とい うべ きで はな かろ うか。
そ して彼 が構 想 した意 匠 が,ま ことに深遠 かつ壮大 な内容 を帯 び るよ うになっ
たの も,こ の頃 か らであ ろ う。 しか もまた,こ の ことこそが,彼 が15世紀 の芸
術創 造 に対す る一般 の芸術 家 た ちの造形思 考 を凌駕す るに至った理 由で もあっ
た と思 われる。
2.シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂 の 来 歴
さて,シ ス テ ィナ礼拝堂の建 設事情 につ いて簡単 に述 べ てみ よ う。 それは同
時 に,ミ ケ ランジェロが天井画制 作 に先立 って直面 し,彼 を拘束 した前提条 件
を語 るこ とに もなるであ ろ う。
図2.G.ト ネ ッテ ィ,礼 拝 堂 内 部 及 び天 井 の復 元 図
シ ス テ ィ ナ 礼 拝 堂
は,時 の 教 皇 ユ リ ウ
スII世 の 伯 父 で,2
代 前 の 教 皇 シ ク ス ト
ウ スIV世(Sixtus
NdellaRovere,14
71～87在位)に よ っ
て 造 営 さ れ た 。1473
年,建 築 家 ジ ョ ヴ ァ
ン ニ ー ノ ・デ"・ ドル
チ(Giovanninode'
Dolci)が設 計 し,神 に対 す る礼 拝 と敵 に備 える防衛 とい う相 反す る二 つ の 目
的 のた めに建 立 された。壁 は煉 瓦で固 め られ,厚 さが92cmもあ り,窓 は高 く,
入 口は いたって狭 い。 しか も地下 には兵士 のた めの部屋 が設 け られて お り,あ
た か も要塞 さなが らで あった。主 として枢機卿 会の聖 な る最高審議,例 えば教
皇 選挙 の それや教 皇庁 の個 人的宗教 目的 に用 い られ る建物 で あった。
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初 め,壁 面 は細 かい区分 を さけて その ま ま残 されてい たが,1480年代 にはい
ると,15世紀後 半 の主 だったフ ィレンツェ及び 中部 イタリア出身の画家 た ちに
よって装飾 され た。周 知の よ うに,ボ ッテ ィチ ェルリ(SandroBotticelli,c.
1445～1510),ドメニ コ ・ギルラ ンダイヨ(DomenicoGhirlandaio,1449-94)
ら,そ れ にペ ルジー ノ(Perugino,1446～1523),ルカ ・シニ ョレル リ(Luca
Signorelli,1441～1523)らが含 まれ ていた。彼 らは,礼 拝 堂側 壁 の中央 ゾー
ンにフ レス コ画 を描 い た。 祭壇 に向 って,左 壁 に旧約聖書 か らモー ゼの物 譜;
右壁 に新約 聖書 か らキ リス トの物語 を配列 した。 それ らは,祭 壇 か ら入 口の方
へ と順 を追 って,そ れぞれの物 語 を展 開 した。 こρ方式 は初期 キ リス ト教美術
以来 の伝統 によ るもの で,と もに人類 の歴 史 をた どる画 面であ った。 祭壇 には,
も とペル ジー ノの 『聖母 マ リアの昇天』 が描 かれて いた。後 にはラフ ァエ ルロ
(RaffaelloSantio,1483～1520)のタピス トリーが かけ られ て もい た。 礼拝堂
は,1483年8月15日,聖母 マ リアの被 昇天 の祭 日に祝福 されたの で ある。
一 方,天 井 は,ウ ムブ リアの美術家 ピエ ル ・マ ッテオ ・セ ルデ ンテ ィ ・ダメ
リア(PierMatteoSerdentid'Amelia)とその弟子 ラフ ァエ リー ノ ・デ ル ・ガ
ルポ(RaffaellinodelGarbo)によって装飾 されて いた。今 日,フ ィレ ンツ ェ
のウ フ ィツ ィ美術 館 に素描 が残 ってい る。 それ による と,ル ネ ッ トとスパ ン ド
レルはセ ピア色 で デザイ ンされ,天 井 その もの はライ トブ ルーの空 と黄色 の星
で飾 られてい た。 隅折上 げのペ ンデ ンテ ィヴの は じま る所 にはア カ ンサ スの葉
をあ しらった柱 頭 があ った。 この ヴォール トを星空 で飾 る慣習 も,初 期 キ リス
ト教 美術以来 の伝統 的 な天井装飾 の方法 で ある。 これ らの天井 は十分 な構 造で
は なかった ら しく,は や くも1504年に修理 が必要 とな って いる。 また1508年の
春 にも二 回 目の修理 が施 された。
なお,南 北 両壁 の6面 つつ の高 い窓 の間の部分 には,歴 代教皇 の 肖像 画 が描
かれていた。
上 の ことか ら分 か るよ うに,天 井画 は ヴォール トの ほか に,ペ ンデ ンテ ィヴ,
-63一
図3(上).窓の高さによる礼拝堂平面図および床面設計の復元図(スタインマン案)。
図4(下).ミケランジェロ,礼拝堂天井画全図(ルネットを除 く)。
スパ ン ドレル,ル ネ ッ トも ミケ ラ ンジェロの仕 事の範囲 に入 って きたので あ る。
この よ うな礼拝 堂内部 の状況 や壁 面装飾 は,天 井画 の神 学的 プロ グラムの創
案や,さ らに主題 の選択及 び フ レス コ画の順序 を決定す るに際 して も,先 行 の
前提条 件で あ る。つ ま り,ミ ケラ ンジェロの創 作の 自由はすで に制約 を うけて
いたこ とを物語 ってい る。 この ほか,床 面 モザ イクのOpusAlexandrinumと
呼 ばれ る模様 の形状(図3)と,堂 内の 中程 に設 け られて いた,司 祭や聖職 者
.一
側 と一般 の俗人側 を分 け るため の鉄 柵(cancellata)の位 置 も,天 井画 の構 想
に大 いに関係が あった。 その位 置は1578年以前 に変更 を うけ,現 在の もの よ り
5mほ ど祭 壇 に近 か った。実は この元 の位 置の真上 に,入 口か ら5番 目の天井
画の梁 を描 いてお り,そ こか ら他の梁 の位 置 を割 出 したので ある。 そ して,や
がて司祭側 の上方 に五つ の長方形,さ らに俗 人側 に四つ の長方形 が与 えられる
こ とに な り,そ れ ぞれに,神 の創造物語 と人 間の罪の物語 が くりひろげ られる
こ とに なる(図4)。
3.天 井 画 の 構 成
この天 井 画 の図 像 プ ロ グ ラ ムの場 合,神 学者 と してマ ルコ ・ヴ ィジェ リオ
(MarcoVigelio)の名 が あげ られ てい る。 しか し最終 的 な プログ ラムの決定 に
図5.ミ ケ ラ ン ジ ヱロ,礼 拝 堂 の 天井 装飾 の ため の最 初 の
素 描,1508年,ロン ドン大 英博 物 館(尚.36)
は,誰 よ りも教皇 ユ
リウス 豆世 その 人が
関与 した と思 われ る。
1508年5月10日の
契約 当時,初 めはた
だ筒形 穹窿部分 だけ
を装飾 画で蔽 うこと
が論議 されたよ うで
あ る。 しか しその う
ち,ミ ケラ ンジェロ
自身は,こ れ をcosa
povera(見栄 えの
しない出来)と 考 え るよ うになった。 その解 決のた めに,天 井の ヴ ォー ル トに
っ つ く三角形 の スパ ン ドレルや半円形の ルネ ッ トに もフ レスコ画 を描 き,15世
紀 の画家 た ちがす で に描 いていた窓 と窓 の間の教皇 の肖像画 と結合 させ るこ と
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を提 案 し,こ の年の8月 に教皇ユ リウス∬世 の同意 をとりつ けてい る。
今 日,大 英 博物 館 に伝 わ る素描(図5)に よ ると,最 初 か ら彼 は礼拝 堂 に
存在 して いる柱 の軸 を強調 して,ぐ る りと12使徒 の 巨大 な像 をそれ ぞれの壁 會
の中 に描 こ うとしていた。 しかも,天 井の形状 をば らば らに区画す るの では な
く,相 互の形態 を入 りこ ませ,し っか りと統一 感の ある もの に しよ うとす る意
図 が うか がえ る。
最終 の制作 にお いて も,シ ャルル ・ド ・トルナ イによれば,ミ ケ ラ ンジェ ロ
は穹窿 の実際 の形 や量塊性 か ら,も ともとの発 想 に示唆 を うけたに違 いない と
思 われ る。 そ して恐 らく,ミ ケ ラ ンジェロは,天 井全体 の統 一 と単純 化 を心 が
けたに違 い ない。 トルナイは,「天井 の力強 い構 築的有機性 は,重 力の法則 を真
向 うか ら無視 して,礼 拝 堂 を蔽 って宙 に浮 べ られて いる。 それ は力感 にあふ れ,
理想的 な人類 によって住 まわ れて い る」 と述べ て いる。
トルナ イは さらに,ル ネサ ンスの画 家た ちが一般 に知 ってい た三通 りの天 井
画装飾 の方法 に触 れつつ,ミ ケ ラ ンジェロの天 井画 の構成法 の特質 を次の よ う
に指摘 してい る。
天井画 の制作 には,ま ず装飾的(decorative),第二 に彫塑 的(plastic),そし
て第三 に錯 覚的(illusionistic)の三方式 が ある。最朸 の装飾的方 式 は,ピ ン ト
ゥリッキ ョ(Pinturicchio,1454-1513)やラフ ァエ ルロ らが用 い,16・17世
紀 を通 じて よ く行 われた。 これは綺麗 な装飾効 果 によって,実 際 の天 井構 造 を
ふ さいで しま う方 式で あ る。次の彫塑 的方式 は,ヴ ォール トに彫塑 的構 成 を与
えよ うとす る もので,こ の傾 向は15世紀 の終 り頃 か らあ らわれ た。例 えば,高
浮彫 に描 いた格 間 を天井 に用い る装飾 法で あ るが,そ の枠組 は完全 に静 止的 で,
ミケ ラ ンジェロの よ うに生 き生 き とした力動性 は見 られないの が普通 で あ る。
最後の錯覚 的装飾 は,ク ワッ トロチ ェ ン ト後半 か らイタ リアで用 い られ るよ う
になった。早 い例 では,マ ンテー ニ ャ(AndreaMantegna,1431～1506)のマ
ン トヴァにお け るカメラ ・デ リ ・スポー ジの壁 画や,メ ロ ッツ ォ ・ダ ・フ ォル
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リ(MelozzodeForli,1438～1494)がロ レー トや ローマで描 いた天 井画 があ
る。 これ らは,結 局 は実際 の ヴォール トの効果 を除 去 して しまって,天 井の上
に空 が見 え るよ うにあ けて しま う方式で,い わばdaldisottoinSU(下か ら
上 へ)の 遠近法 を用 いて,見 上 げ るよ うに中空 にかか る人物 を描 く仕方 であ る。
この方式 に最初 の装飾 的方法 を結合 したの が16世紀 のコ レッジ ョ(Correg
gio,
c.1494～1534)や17世紀 の ピエ トロ ・ダ ・コル トーナ(PietrodaCortona,15
96～1669)であ り,18世紀 にはポ ッツ ォ(AndreaPozzo,1642～1709)やテ
ィエ ポロ(GiovanniBattistaTiepolo,1696～1770)のよ うな画 家 が登場 した。
一 口で いえば,だ ま し絵 による無 限空間 を天 井画 に導 入す るこ とで ある。
ミケ ラ ンジェ ロの場合,こ れ ら三つの方式 の どれ とも異 ってい る。彼 は天井
の実際 の形状や量塊 によって積極的 に意 匠 を鼓吹 されたので ある。 力強 く弯 曲
したヴ ォー ル トの表面 をその まま うけ とめ,そ れ を巨大 な超 自然 的 な幻影 の世
界 に作 り上 げた。 そ して天井 その もの に内在す る生命 力,も しくは可能的 ・潜
勢的 に存在 して いるエ ネルギー を体 現 し,化 肉化 したの だ。 ちょ うど彼 が大理
石 か ら,そ こに潜在 して いる芸術形 式 をひ き出 した彫塑 的方法 と同 じなの で あ
ったQ
強 いてい えば,ミ ケ ラ ンジェロの方法 は,第 二 の彫塑 的方式の延 長線 上 にあ
るかも しれ ない。一種 の三次 元的 な人物像 の ヴ ォリュームや浮彫 り風 に描 かれ
た建 築 によ って,い わば天井 の形状 やマ ッス に理 念的 な秩序 を演 出 し,た だの
天 井 に新 しい解釈 を施 し,意 味 を与 えたの で ある。 この物 質 か ら精神 を生 み出
す象徴 的 な造形 は,何 よ りも天井 をとりま く予言者 や巫 女の巨大 な人物 像 の重
量感 に代表 され よ う。 もはや現実 のヴ ォー ル トが もつ重 力は象徴的 な諸力 にお
きか えられ,そ れ 自身の法則 によって支配 された独 自な世 界 を形作 ってい る。
ち ょうど古代 の凱旋 門 を見 るよ うな律動 と均衡 が,天 井全域 を蔽 ってい るの で
ある。
この よ うな トルナイの見解 は,天 井画の遠 近法 や光線 の効果 に示 され た ミケ
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ラ ンジェロの独 自性 をも,い っそ う鮮 明 に説明 して くれる。
ミケ ランジェロは,こ の天 井画 において,こ れ まで15世紀 の画家 た ちが壁画
の制作 で用 いた方法,例 えば 全体 を把 えるように定め られた一つの視点 から遠近
法 によって画面 を描 くよ うなや り方 を放棄 してい る。 ここで は預 言者や巫 女の
座 す位置 ご とに焦点 が置 かれ,天 井 をめ ぐって,満 遍 な く視覚 の中心 が分 散 さ
れて いる。従 って見 る者 に とって,天 井 の それぞれの部所 が力感 を畜 えて お り,
天井 の弯 曲 した 力強 い効 果 をそこなわぬ よ うに考慮 されてい る。遠近法 や短縮
法 は,た だ個 々の形態 を強調 し際立 たせ るため にだけ用い られてい る。 そ して
建 築形 態 にも,で きるだけ その ダイナ ミックな力強 さをさまたげない よ うに省
略 が試み られて い るのが分 かる。
また,こ れ らの天 井画の構築 や人物像 を照射す る光線 に一 言触 れてみ よ う。
15世紀 には壁画 の描 写 に当 り,画 中 を照す光源 は,あ たか も実際 に設 け られて
いる窓 か ら射 し込 む かのよ うに,一 定 方向 か ら与 え られてい た。例 えば カス タ
ーニ ョ(AndreadelCastagno,1423～1457)によ るフ ィレ ンツェのサ ンタポ
ルロニ ァ聖堂や,レ オナル ド ・ダ ・ヴ ィンチ(LeonardodaVinci,1452～1519)
による ミラノのサ ンタ ・マ リア ・デ ル レ ・グラツ ィエ聖堂の各 『最後 の晩餐図』
の よ うに。 しか し,ミ ケ ラ ンジェロでは,そ うした礼拝堂 の実際 の窓 に よ らず
一様 に祭壇 方向 か ら光源 を与 え られてい る。つ ま り自然 の現 実の光源 で はな く,
いか にも理念的世 界 にふ さわ しく,叡 知的 な神 の光 を浴 びて い る。いい か える
と,人 間の視覚 にお ける統 一 ではな くて,神 的 な統一 を達成 してい るの では な
かろ うか。
4.天 井 画 の 中 心 思 想
これ まで述 べ た よ うに,シ ス テ ィナ礼拝堂 の天 井及 び礼拝 堂 内部 の空 間構 成
に対 す る ミケ ラ ンジェロの基本認識 は,先 行 す る諸条件 を克服 して,き わめて
独創 的で あった。 それ に立脚 した天 井画 の主題の採択 も,当 然,画 期的 な規模
.:
'と壮大 な気宇 に包 まれ ていた。
礼拝堂 の側壁 には,さ きに も触 れた よ うに クワッ トロチ ェ ン トの画家た ちの
手で,左 側 にモ ーゼの物 語,右 側 にキ リス トの物 語が描 かれ ていた。 つ ま り,
前者 はsublege(律法 の もと),後者 はsubgratia(恩寵 の も と)に ある それ ぞ
れ人類 の歴 史 を扱 ってい た。従 って ミケ ラ ンジェロが描 くことの で きる歴 史場
面,し か も前二者 の物 語群 を完結 させ る主題 とい えば,そ れはantelegem(律
法 以前)の 歴史 を選 ぶほ かはなか った。 ミケ ラ ンジェ ロは,そ れ らを前 の二つ
の場 合 と歩 調 を合 わせて,祭 壇 か ら入 口の方へ と順次 に展 開 させ るこ とを余儀
な くされた。 また,前 述 の鉄柵 によ る礼拝 堂空間 の二 分割 一司祭聖職 者側 と
俗 人側 に応 じ,祭 壇 に近 い前者 の上 方 に神 の歴史物 語 を5面,反 対 に後者
の上 方 の4面 には人 問の堕落 を配 す るこ とになった。
、 かつ てス タンダー ルは,天 井 中軸の一連 の物語 を三 つの精神 的位層 に分 けた。
それは世 界 と人類の三つ の起 源 を叙 述す るとい うので ある。
第一の三 幅対 は世 界の起 源 であ る。光 を闇 から分離 し,日 月星 辰 を創造 し,
水 を空 も しくは陸 か ら分 け,陸 と水 に生 きるもの を創 造す る。
第二の三 幅対 は人類 の起源 であ る。 ア ダム とエ ヴァの男 女 を創造 し,そ して
堕落,エ デ ンか ら入 間の地へ 人類 を追放 す る。
第 三の三 幅対 は,罪 の起源 で あ る。大洪水,ノ アの犠牲 と神 との契約,そ し
てノアの泥酔 と罪の継続 。 これ らは後 に,罪 に生 きる人類 が救 済 を待つ物語 を
予想 させ て終 わる。
さらに トルナ イによれば,天 井 画の立体 的 な枠組み は,天 井 の空 間 を三 つの
ゾー ンに分 け,一 つ の もの を他 の ものの上 に重ね てい るとい う。即 ち,ま ずル
ネ ッ トとスパ ン ドレルか らなる最 下層 には,キ リス トの祖 先 た ちによって,人
聞 の状 態 であ る永遠 の変遷 を耐 え忍ぶ種族 が住 んで い る。 その上 の第二の層 に
は,預 言者 や巫 女た ちの巨大 な人物像 が鎮座 して いる。彼 らは人間で はあ るが,
天与 の慧眼 をそなえてい るので人 間 よ り高 い位 置 にい る。彼 らは人生 か ら聖 な
.・
図6.ミ ケ ラ ン ジ ェ ロ,入 口側 か ら祭壇 へ 向 う天井 画 全 景
る要素 を引出 した
り,永 遠 なる もの
の心 を解 釈 す る術
を知 って い る。第
三の層,つ まり最
上層 には,第 二層
の背後 にあ って,
神 との直接 的 なか
かわ りをもった人
間の歴史 と神 その
もの の歴 史 が収 め
られてい る。 これ
ら三っの層 を通 じ
て,人 間 が肉体 に
とじこめ られた不
完 全 な形 か ら次第
に完全 な形 に,そ
して宇宙 的 な存 在,
いいか えるとネ申に
至る階層 が,天 上
の建造物 に仕組 まれて い るの だと。
こ うした考 え方 には,わ れ われは異教的 な思 想 を読 み とるこ とがで きるので
はあ るまいか。 い わば 「下 か ら上へ 」の上 昇が象徴的 に示唆 されて いるので あ
る。 肉体の束縛 か ら,霊 魂 に本 来 そなわってい る自由への上 昇 とい うテーマ は,
その ままルネサ ンス期 の プラ トン学派 の文学 に も,し ば しば見 られた思 想で あ
った。
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ところで,こ の上 昇の意味 のほ かに も,礼 拝 堂の 中を入 口か ら祭壇 へ と進 む
観 覧者 は,こ れ らの歴 史画 を通 じて,徐 々 に上 昇 してい く感 じを経験 す るで あ
ろ う。連続 的 に味 わ う解放感 とい って もよい。『ノアの物語』 か ら 『天地 創造』
へ と三 つの階梯 を人び とは通過 してい く。最初 の三画面 は,大 勢 の比較 的小 さ
な人物 によって埋 め られた画面 に見 られ るよ うに,古 代 の浮彫 的手法 によって
描 かれて いる。次 の三画面 は,前 面 に描 かれた数人 の大 き目の人物像 によって
構 成 され,緊 迫 した物語 の情 景 を示 してい る。最後 の祭壇 に近 い三つ の フ レス
コ画 では,父 な る神 の動 的 な表現 それ 自体 が,天 井 の形態 や建築的枠 組 か ら独
立 して崇 高な世 界 を開示 して いる。 人 びとは ここに至 って,地 上的 な ものの制
約 か ら解放 されて,絶 対 的 な自由の世 界へ と上昇 してい く自分 を感 じるの では
なか ろ うか。 そして,肉 体 に閉 じこめ られた人間精神 が神へ 復帰 す るの を覚 え
させ られ るで あろ う。 トルナ イが説 くよ うに,deificatio(神化)あ るい は,
ritornoadio(神への再帰)こ そ,こ の天 井画 の中心思想 では なかろ うか。 元
来,シ ステ ィナ礼拝堂 は,被 昇天 の聖母マ リアに捧 げ られた堂宇 で もあるのだ
か ら。
む す び
16世紀 の初 め,ミ ケ ラ ンジェロが システ ィナ礼拝 堂の天井画 を描 い たのは,
彼 が33才か ら37才にか けての約4年 間 であ った。従 って彼 の89年に及ぶ長 い生
涯 か らみ ると,こ の天 井画 で示 され た ミケ ラ ンジェ ロの 「意匠」 ない し 「造 形
思考」 の構 造 は,彼 が後年 に到達 す る ことので きた円熟 した考 え方や内容,例
えば 『ユ リウスII世の墓廟』(1505～45年)やシステ ィナ礼拝堂 の 『最後 の審 判』
(1536～41年)の場 合 に比 べれば,ま だ初 期 の段 階 を物語 るにす ぎないか も し
れない。 しか し,こ の天井 画は彫刻家 ミケ ランジェロが初 めて完遂 した大規模
な絵画制 作 で あった ばか りで な く,そ れまでの彫刻 や絵画 にお ける制作 活動 を
経 由 して築 かれて きた造形 思想 が,よ うや く明確 な形 で自覚 され た前 半生の最
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も代表 的 な作例 で あった。 そ して,こ の天 井画制作 を通 じて確信 された 「意匠」
ない し 「造形思 考」は,そ の後 の新 プ ラ トン主義的 な宗 教思 想や世界観 の展 開
を予想 させ る最 も組織 的 な,信 仰 と表現 力の美事 な結晶 で もあったとい えよ う。
ミケ ラ ンジェロは,い わば形 態 と理 念の一致 に美 を見 いだ したの であ った。
例 えばギベ ルテ ィ(LorenzoGhiberti,1378～1455)のよ うに 「均衡 のみ が美
をもた らす」 といった単 なる量 的測定 に美 の基 盤 をお くので はな くて,む しろ
質 的測 定 ともい うべ き内的基準 にそれ を見 いだ して いた。即 ち,外 な る対象 と
その対象 の内面 に宿 る理 念 との対 応,い いか えるとmisuraintellettuale(精神
的 な釣 合 い)に こそ一般 的な規則性 を与 えていたと思 われる。 ダ ンテ ィの言葉 を
借 りるな らば,ミ ケ ランジェロの場 合,「釣合 い は形態 が きっち りと理 念 に同化
して いる ことに存す る」 ので あって,固 定 した量的釣合 い といった外 的基準 は
存 在 しない と考 えていた。
ロマ ッツ ォ(P。Lomazzo)によれば,ミ ケ ラ ンジェロは 「すべ ての幾 何 学,
すべ ての数学,遠 近法 のすべ ての規則 も,観 察 す る 目な しで は役 に立た ない」
と言 った とい う。 また,ミ ケ ランジェロ伝 の著 者 ヴ ァザ ー リ(GiorgioVasari,
1511～74)は,ミケ ラ ンジェロの見解 として,次 の言葉 を伝 えてい る。「人 は 自
分の 手の中 にで は な く,目 の中 にコ ンパ ス を持 ってい な くては ならない。 とい
うの は,手 は仕事 をす るけれ ども,目 は判 断 を下 す もの であ るか ら」 と。 ここ
で い う目とは,芸 術 家 自身 の心 にほか ならない。 そ して,手 の動 きとしての造
形 に対 して,判 断 を下す のは,内 的 イ メー ジ としての 「意 匠」 を指示 して い る
よ うに思 われる。
註
(1)契約をすませたミケランジェロは、「本日,1508年5月10日,私こと彫刻家 ミケランジェ
ロは,教皇ユリウスII世により,システィナ礼拝堂の天井画代金(3000ドゥカーティの
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内 金)と して500ド ゥ カ ー テ ィ を 賜 わ り,本 作 業 を 開 始 す る も の で あ る。」と 述 べ て い る 。
そ の 当 時 彼 が 意 気 込 ん で い た の は 『ユ リ ウ スII世 の 墓 廟 』 の 彫 刻 群 の 計 画 で あ っ た 。15
08年頃,ジ ョ ヴ ァ ン ・ダ ・ ピ ス ト イ ァ へ 贈 っ た 詩 は 有 名 。
(2)フ ィ レ ン ツ ェ の 暦 で は1546年,四 旬 節 の 第2日 曜 日[lasecondadomenicadiQuaresima
del1546].
(3)メ デ ィ チ 家 の コ ジ モ1世 の 保 護 の も と に,1540年 に 設 立 。 当 時 ロ ー マ に 在 住 の ミケ ラ ン
ジ ェ ロ も名 誉 会 員 で あ っ た 。
(4)"SusonettodiM.MichelangeloBuonarotti:'ただ し,正 確 な演 題 は 明 ら か で な い 。
(5)こ の 詩 を紹 介 し た ヴ ァ ル キ の 講 演 は,1549年 に フ ィ レ ン ツ ェ で 出 版 さ れ た 「二 つ の 講 演
集(DuelezzionideM.BenedettoVarchi)」に伝 え ら れ て い る 。 こ の 詩 は ふ る く高 田
博 厚 氏 が,ヴ ィ ッ ト リ ア ・コ ロ ン ナ に 寄 せ た 詩 の 一 つ と し て,「白 樺 」 誌 上 に 「ミケ ラ ン
ジ ェ ロ の 書 簡 」 と題 し て 訳 出 さ れ た 。 近 年,裾 分 一 弘 氏(『 ヴ ァ ル キ に 宛 て た ミ ケ ラ ン ジ
ェ ロ の 書 簡 』 一 学 習 院 大 学 文 学 部 研 究 年 報 第15輯,1968.)や 若 桑 み ど り氏(『デ ィセ ー ニ
ョの 系 譜 』 一 「み つ ゑ 」,1982,夏号)な ど の 論 考 が あ る。
(6)こ の 言 葉 を標 題 と す る ヨ ー ゼ フ ・ガ ン トナ ー の 研 究 が,中 村 二 柄 氏 訳 『心 の イ メ ー ジー
美 術 に お け る 未 完 成 の 問 題 』(玉川 大 学 出 版 部,1983)に 掲 載 さ れ て い る 。
(71CharlesdeTolnay:WerkandWeltbilddesMichelangelo.1949,Rhein‐VerlagA.G.
(拙訳 書 『ミケ ラ ン ジ ェ ロ 芸 術 と思 想 』1982,人 文 書 院,p.149)
(8)VincenzoDanti,『完 全 調 和 論(TrattatoBelleperfetteproporzioni)』よ り 。(前掲 拙 訳,
p.148)彼 自 身 も彫 刻 家 ・建 築 家 ・画 家 で あ っ た 。
(9)RobertCoughlan,TheWorldofMichelangelo.TimeInc.,NewYork,1966,p.116,
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⑳Tolnay,(拙 訳,pp.67～70).
㈱Tolnay,(拙 訳,pp.72～78).
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ミケ ラ ンジ ェロの 場 合,こ れ を 「内 的 イ メー ジ」 と同 義 語 に解 す るこ と によ っ て)はb
め て その 偉大 な造 形 思 考 の特 質 が明 らか に・な る ので は な い か と考 えた。
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